


暴行・殺人犯電気椅子処刑.ノ

スイッチを入れる。まず2000ボルトの電流が送り込まれる。ブーンとい

う鈍い振動音とともに囚人の体が窪筆する。頭に取り着けられた電極がカ'

タヵータと揺れて傾く。回りに肉の焼けた臭いがたちこめる。両眼にあてが

われたガーゼの下からどす黒い血がしたたる。テープが必死に飛ぴ出そう

とする眼球を押えている。ブッと喉の奥から白い唾液が吐き出される。絶

命した囚人の筋肉は、それでも空しく電気の刺激に反応を繰り返している。

不老・不死を願う邪教の聖
薄暗い地下室に教租の呪文が響く。「兄弟たちよ/私たちの前に贈り物

がある。これは私たちにより長い命と愛を与える……J o 10人程の男女が横

たわる死体を囲むように座っている。教租はメスを持ち、死体の腹を一文

字に切り裂く。内臓をとり出し信者に分け与える。飢えた獣のように臓物

を奪いあう男女。服を脱ぎ体中に肉臓をなすりつけて悦惚となる女…・血と

体液でぬめぬめと光る肌を寄せて男女は SEXの快楽に落ちていく…・。

727 墜落現場に散乱する肉の塊り.ノ

1978年 9 月 25 日午前 9 時、サンディエゴ上空。乗客129人と乗員 6 人を乗

せたボーイング727機が、練習生と教官の 2 名を乗せたセスナ機と衝突。機

体は炎を吐きながら住宅地めがけて墜落した。あちこちの家の屋根や庭先

や道路にパラパラになった死体と飛行機の破片が散乱した。その上10数軒

の住宅が炎上、 12名の死者を出した。血のしたたる頭のない胴体、腕、足、

手などが無残に転がっているさまは、まさに地獄絵図である。

狂乱のライフル魔昼下りの狙
1973年 7 月 21 日、アメリカーサンフェルナンド・バレー。善良な市民マ

イク・ローレンスが通行人にライフルを乱射し始めた。出動した SWAT は

催涙弾攻撃を仕掛け、家から飛ぴ出して来たところを射殺した。踏み込ん

だ警官隊は催涙弾と血の臭いにむせる。キッチンが血の海なのだ。マイク・

ローレンスの妻と 2 人の子供がナイフで喉笛を斬られ死んでいる。一体何

がこの男と 3 人の家族に起こったのだろうか……!?

内ニュース・カメラが偶然捉えた.ノ巨大ワニの人喰い現場.ノ

1977年 8 月、アメリカ南東部、動物保護区に棲息する巨大なワニが子供

湾たちの遊ぴ場である湖にまぎれこんだ。狩猟監督官が通報で到着。ボート

で引いていこっとワニにロープをかけた。と、突然ロープがピーンと張っ

伊ぷ\たかと思うと係官が空中に飛ぴ湖に落ちた。パシャパシャと水を叩く音が

する。駆け寄る人たち。偶然居合わせたニュース・カメラが走る。血まみ

れになってもがく係官。左腕は無残にも喰いちぎられ、命までも……。
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もともとは r(物の)塊り」とか r(船の)古綱J とか「塩づけ肉J という意味であるが、この本来の意味で使われること

は殆んどない。日常語としての「ゴミ J rガラクタ J r( クズとして)捨てる」という意味の方が幅をきかせている。映画の

世界でも「ジヤンクする J という使い方をよくする。古くなったフィルムを処分するということだ。

この「ゴミ」という意味から“ジャンキー"というスラングが生まれた。「毒」とか「害のある」とか「クスリの」とい

.う意味で、ジャンキー・ドリンクとかジャンキー・フードなどという使い方をする。そして“ジャンキー"といえば「麻薬

中毒者」という意味である。「ジヤンク・ヤードJ もゴミ捨て場という意味よりも“ぺイ中の溜り場"を示すようになり、

「ジヤンク・ショップ(古道具屋) J も麻薬の密売所を意味するようになった。そして現在、“ジャンキー"と言えば「汚な

いJ rためにならないJ r毒々しいJ r 目を覆うような」という意味にも使われる。

殺人の瞬間=生きた人聞が命を奪われ、ただの肉の塊り(ジヤンク)になる瞬間を捉えたこの「ジヤンク/死と惨劇」は、

まさにジャンキー・ドキュメントと言える fごろう。

近日ジャンキー
ロードショーノ
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